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一角獣研究 I

一一一エンキドゥからリシュヤ＝シュリンガヘ一一一

和泉雅人

ヨーロッパの芸術伝統における一角獣の姿は華麗である。中世以来洗練

の極致を誇るその図像的伝統については， リルケが『マルテの手記』のな

かで愚かれたように描写したグリュニュー修道院の一角獣のモチーフによ

る六幅のタピストリ一連作をほんの一例として挙げておけば足りるであろ

う。周知のようにヨーロッパ一角獣の伝統は中世の『フィジオログス〈博

物学者〉』という学的伝統からやや外れた小冊子にほぼその源泉を持って
(1) 

いる。そのギリシア語によるいわゆる祖型は紀元二世紀頃アレクサンドリ

アにおいて成立したものと推定されている。著者は不明でありオリジナル

も発見されていない。この書；こはラテン語を始めとする数多くの異版が存

在するのだが， ヨーロッパ中世において聖書と比肩するほどの影響力を秘

め，中世以後の埠びやかな一角獣伝統を形成した直接の源泉としては，前

ピザンチン期の RedaktionI （三世紀初期〉に依拠するラテン語の諸版が

問題となる。この『フィジオログス』には五十五の動物と若干の植物・石

についての記述とキリスト教的象徴解釈が含まれている。その第二十二章

に描写されている一角獣の特質の中でも乙女による捕獲（玉城への連行〉

と蛇の毒によって汚染された水の浄化能力との二点が最もよく知られ，文

学・芸術の題材として繰り返し用いられたわけで、ある。しかも乙女による

捕獲という要素はこの『フィジオログス』において突如として出現した。

それまでの伝承の流れとしては， ヨーロッパの意識に初めて一角獣の存在

を登場させたギリシャ人医師クテシアスの『インディカ』以来， メガステ
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ネス，アリストテレスらの存在，また中世への本来の仲介者とされるアエ

リアヌスが視野に入るのだが，彼らの著作ではこの要素は全く言及されて

いない。更に野牛を一角獣と誤訳した Septuagintaの系列からもこの要

素は現れてこなし、。

それではこの性質はどのようにして，一角獣に付与されたのであろう

か。というよりも，そもそもこの性質を備えた一角獣はどこに由来するの

であろうか。 HeinzModeによれば角のもつ解毒作用および乙女による捕

獲の双方とも古代インドにその直接の源泉を持っており，とりわけ乙女に

よる捕獲という説話素は紀元前四世紀以後成立したマハーパーラタ叙事詩

に収められるリシュヤ＝シュリンガ説話系をその代表とする一角仙人需に

発してい去しかし DieterSchlingloffなどを代表とする一角獣研究者

も確認しているように一方でこのリシュヤ＝シュリンガ説話の始源型は，

紀元前二千年頃成立したギルガメシュ叙事詩におけるエンキドゥ誘惑のエ

ピソードにまで遡ると考えられるのである。乙女による一角獣捕獲モチー

フの元型は，従って，ギノレガメシュ叙事詩の中のエンキドゥに対する誘惑
(6) 

のエピソードに求められることになるのである。このモチーフのヨーロッ

パへの伝播経路について明らかにしてくれる文献的証拠は直接的にはなに

も残っておらず，いずれの主張も仮説の域をでないのであるが，恐らく古

典ギリシャ・ローマを経由して伝えられたものではなく， 『フィジオログ

ス』成立の地と推定されるアレクサンドリアに存在したインド人コロニー

を媒介とし，インド・アレクサンドリア間の通商路を通じて伝えられたの

ではなし、かという RudigerRobert Beerの推測は説得的である。

以下の論考においてはこのような伝播経路が想定されるモチーフをマハ

ーパーラタ・リシュヤ＝シュリンガ説話を中心的視座にすえ， 『ギノレガメ

シュ叙事詩』『リグ・ヴェーダ讃歌』『アタルヴァ・ヴェーダ讃歌』及びリ

シュヤ＝シュリンガ説話のインドにおける諸伝との関係性のなかから，そ

の深層構造における同一性と差異性を指摘し，これによって同時にこれま

で説話的矛盾・改鼠とみなされていた説話素に新たな解釈可能性を呈示し

てみたい。
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II 

最初に検討するのはギルガメシュ叙事詩に含まれるエンキドゥ・エピソ

ードである。まずその梗概を以下に示す。

都市ウルクの王ギルガメシュはその三分の二が神で，三分のーが人であ

る。並び無く強い彼はしかし，ウルクの守り手としての役目を果たさずウ

ルクの人々を苦しめていた。「ギ‘ルガメシュは父親に息子を残さぬ／〔昼〕

も〔夜〕も彼の横暴ぶりは収まらぬ。／〔ギノレガメシュは〕周壁もつウル

グの守〔り手なのか〕／これが〔われらの〕守り手なのか， 〔強く見目よ

く賢し、〕／〔ギノレガメシュは母親に娘を〕残さぬ／〔戦〕土の息女，〔貴人

の奥方をも〕」彼らの訴えを神々の集会であるアヌンナキは聴き， 女神ア

ルルに命じ土からエンキドゥを創らせた。 「アルルよ，お前は〔人聞を〕

創った／今は，その似姿を創れ。その勇気〔ギノレガメシュと〕競うものを

／彼らを戦わせよ， ウルクに平和がやってくるように」こうしてギノレガメ

シュと競うものとして創られたエンキドゥはしかし獣と共に暮らし，狩人

の手から獣を助けてやっていた。エンキドゥに民を荒らされた狩人はその

父に相談すると，父は（エンキドゥと獣たちを離反させるために〉宮仕え

の遊び女によってエンキドゥを誘惑し，ギノレガメシュのいるウルクへ連れ

ていくよう助言する。ギルガメシュによって派遣された遊び、女は誘惑に成

功し，果たしてウルクに到着したエンキドゥを見るとその達しさに男たち

は喜んだ。 「英堆が現れた／顔かたちのよいあのおかたに対して／神のご

ときギノレガメシュに対して／競争相手がやってきた」ギルガメシュとエン

キドゥは怒りをこめてつかみ合い戦うが，怒りが静まると彼らは互いを認

めあい盟友となるのである。

これは一種の争闘神話とも考えられる。争闘神話の場合征伐に赴くのは

秩序の側に立つものであり，エンキドゥはその生活世界が獣と同次元にあ

ることから自然の側，反秩序の側に属する者である。通常の争闘神話にお
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いてはいわば抹殺されるべき存在である。しかしギノレガメシュ叙事詩にお

いて反秩序的行為を成しているのはギルガメシュであり，本来の正／負の

関係が逆転している。エンキドゥはウルクの人々に「平和がやってくるよ

うに」ギノレガメシュと戦うため神々によって「英雄」として創造されたの

であるが，その存在自体は負の標を帯びている。ギノレガメシュがエンキド

ゥを連れてこさせるために宮仕えの娼婦＝神聖娼婦を派遣した動機につい

てテクストは直接何も言明していないが，恐らく狩人の訴えを聴いて，民

を破壊し獣を逃がしたエンキドゥを懲らしめるためであったと想像するの

が妥当であろう。従って両者が盟友となる以前に争闘が先行しなければな

らない。 Schlingloff の主張する，エンキドゥ誘惑・連行の目的がギルガ

メシュと盟友となるためで、あるという説は，エンキドゥが創造された動機

から判断してみても十全ではない。またエンキドゥを目にした時のウルグ

の人々の喜びはギルガメシュの暴虐を排除してくれる「英雄」が登場した

ことを認めたゆえに他ならない。ここから「自然・反文化」に属し，「負j

の標を帯び、た英雄という像がエンキドゥから浮かび上がってくる。次にマ

ハーパーラタ・リシュヤ＝シュリンガ説話の展開を見てみよう。

mu 

迦葉族の党仙ヴィヴアンダカが大苦行を行っている時，湖水で、顔を洗っ

ている折，美しい水の女神ウルヴァシィーを見て，精液を落とし，それを

牝鹿が飲んで苧んだ。その牝鹿は天の乙女で，ヴィヴアンダカの子を生ん

だが，その子の頭にーの角があり， リシュヤ＝シュリンガ〈「鹿の角を持

つ」〉と名付けられ，父仙の外は人間は何者も知らず発行を行った。／この

時アンガ王ローマパーダはダシャラタ王の友であったが，婆羅門に誤を告

げ，婆羅門僧に見捨てられ，僧がし、ない為罪を犯し，インドラ神は雨を降

らすのを止め，国民は早魅に苦しんだ。彼は雨を降らせる方法を求めた。

知者達が女を知らぬリシュヤ＝シュリンガ仙を王国に迎え雨を降らすこと

をすすめた。王は大臣と談合して，町の娼婦を集めてリシュヤ＝シュリン

ガ仙土を誘惑して連れ来ることを企てた。然し，娼婦達は仙土の呪を恐れ
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て跨賭したが，一人の年老いた娼婦が引き受けて，若い美しい女達を連れ

て森へ行くことになった。彼女は王に乞うて，浮いている庵室（舟の〉を

造り，，之に色々の植物，花・果実のなっている人工の木を植え，迦葉族の

リシュヤ＝シュリ γガ仙の庵の近くに行き繋ぎ，人をやって庵の辺を探ら

せた。それから自分の娘を呼んだ。その若い賢い娼婦は仙土に近づいて，

甘言を述べて，その意を迎え，仙土の出す果実を拒んで，運んで来た色々

の味のよい果実や強い飲物や花環や衣服を与え，彼の前で球を弄んで，遊

戯し，又仙土を抱擁して誘惑して去った。彼女が去った後，仙土は気が沈

んで，仙土の業務を怠った。父仙がその理由を問うと，仙士はその日来た

若い美しい党童達（若い女とは知らず〉の美しい容姿・服装・所作・美味

しい食物を細かく語って「彼等と共に党行を行なって生活しようと思う」

と述べる。ヴィヴアンダカ仙はそれを聞いて， 「それは羅未lJで，苦行者を

誘惑する悪い者である」と警め，彼女達を探したが，見出せなかった。然、

しかの娼婦は父仙土が不在の折に又来て，自分達の庵〈小舟〉に一角仙

を誘って，色々の方法で彼を喜ばし，舟に乗せて，アンガ王の前に連れて

来た。王は「浮かんでいる庵室」と名づける美しい森を作り，彼を婦人部

屋に置き，突然大雨が降った。ローマパーダ王は欲望が満たされ，娘シャ

ーンターをリシュヤコシュリンカ1山に与えた。／王は父の仙士が若い仙土

を連れ去られた怒りを鎮める為，村民に命じて，父仙が子を探しに来た

時，仙を村に留めて歓待させ，その村も牛群も王がリシュヤ＝シュリンガ

に与えたものだと答えさせた。父仙は他の所でも同じ答えを聞き，シャー

ンターを見て，怒りを鎮めた。リシュヤ＝シュリンガは父の言う通り，王

宮に住んで王を喜ばし，後父の庵に帰り，シャーンターは森で究仙に住え
(10) 

た。そこの森林と大きな湖水は神聖な泳浴場となった。

リシュヤ＝シュリンガはタパスを蓄積する大仙ヴィヴァーンダカを父と

し，水と鹿の子宮を媒介にして鈴羊の角を頭に持って誕生する。リシュヤ

＝シュリンカボが人／獣の境位を横断した両義的存在で、あることは明らかだ

が，この両義性は神によって土から創造されたエンキドクにも通底してい
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る。まずリシュヤシュリンガの誕生から考察してみると，大苦行者ヴィヴ

ァーンダカを父に持つということはどのような付加価値を持つのであろう

か。ヴィヴァーンダカの特徴はインドラ神座を動揺させるほどのそのタパ
(11) 

スの力にある。 「行者のタパスの具体的結晶は類稀なる美女・勇士・高僧

知識の誕生となる。尋常ならざる非凡な人間の誕生，権威なる王統の創始

者の誕生はかくて行者のタパスの発露となって権威づけられ，党文学の一

つの motifの形成に資した。」ということからも理解できるように，タパ

スを蓄積している偉大な苦行者を父に持つということ自体英雄性を備えた

存在を誕生させるのに充分な条件を構成している。またこれは魔法昔話に

おいてしばしば出現する異常生誕のモチーフでもある。異常生誕というの

はそれだけで自然界におけるヒエロファニー的背理存在を示現するもので

あり，その由来を持つものに超自然、的な力を保証する。ウラジミール・プ

ロップはその『口承文芸と現実』の「飲んだ水による誕生」の節で次のよ

うに述べている。 「しかし全体として，昔話の体系においては，主人公は

まさに救世主として異常な形で誕生するのである。…「異常誕生」は英堆

たる証拠である。英雄は救助者， 救い主として誕生する；」ギルカやメ、ンュ

叙事詩におけるエンキドゥの誕生を一方で、思い起こせば，ここでもまた異

常生誕の要素がエンキドクの聖性・英雄性を保証していることがわかる。

エンキドゥはまず神々の集会アヌンナキの命により女神アルルによって土

から創られることにより聖性が保証され，さらにウルグの王ギルガメシュ

の暴虐を鎮め，後にはギルガメシュと力をあわせ森に棲むフンパパを退治

に行くとし、う行為を行うことによって英雄性が示されるのである。異常生

誕の要素はこのようにギルガメシュ叙事詩・リシュヤ＝シュリンガ説話の

双方においてはっきりとした示顕形態をとっている。ギノレガメシュによる

暴虐に対するエンキドヮと同様，インドラによる十二年間の大早越を鎮め

るためにはリシュヤ＝シュリンガの英雄性が必要であった。リシュヤ＝シ

ュリンガは大仙ヴィヴァーンダカを父に持ち，加えて母として鹿を持ち，

頭部に角を持ち，父以外の人聞は目にしたことがないという三重の有徴性

によって他の苦行者と差異化され，その資格を与えられている。さらに母
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となる鹿について，パドマ・プラーナのリシュヤ＝シュリンガ説話をも綜

合してみると，それはもと天女でありハラモンに対する不敬のため罰とし

て鹿の姿の生まれを与えられ，大仙の子を世に送り出すことで鹿の姿から

解放されるという前説があり，天界に連なる神聖な血筋による英雄性の保
(1-i) 

証がまた一つ付け加えられているのである。

ただここで注意しなければならないのは，（文化／自然〉〈中心／周縁〉

のカテゴリーを重ねてみるとエンキドゥもリシュヤ＝シュリンガも「自然

／周縁」の側に分節化されてしまうということである。彼らは本来「秩

序」を打ち立てるべき英雄によって否定されるはずの「負」の領域に棲む

存在である。従って彼らが潜在化させているその英雄性を開示させるため

には，言い換えればそのヌーメン的な「負」の英雄性が「正」の英雄性に

反転するためには「誘惑者」という触媒を必要としたのである。娼婦とい

う誘惑者の機能はエンキドゥの場合獣的存在からの「人間化」を促すもの

であり， リシュヤ＝シュリンガの場合も同様に自然的存在からの脱却或い

は完全に純潔な存在からの「人間化」を図るものである。娼婦という否定

的・女性的存在によって彼らは初めて「正」の刻印を帯び，真の英雄にの

み要求された「障害・欠如」の解消を達成するための資格が付与されるの

である。そこで次に誘惑者は一体誰なのかという問題が浮かび上がってく

る。

N 

一角仙人の誘惑者が王女か娼婦かという問題はリシュヤ＝シュリンガ＝

一角獣説話研究史上この説話の始源型が何かという聞いに対して極めて重

大な意味を抱懐してきた。すでに見たようにマハーパーラタのリシュヤ＝

シュリンガ仙説話の本文では誘惑者は娼婦なのだが，枠物語を形成する導

入部分では誘惑者は王女となっている。一般にリシュヤ＝シュリンガ説話

系には王女系と娼婦系の二類型が存在し，それがマハーパーラタにおいて
(16) 

は混在しているのである。 HeinrichLtidersは主としてこの事実に立脚

し，この説話素を含む諸伝を検討した結果「原＝マハーパーラタ」の存在
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を推定し，年代的に見て 1）原＝マハーパーラタ， 2）ノミドマ・プラーナ，

3）現存マハーパーラタ， 4）ラーマーヤナ， 5）スカンダ・プラーナという

成立順序であろうと結論している。 Li.idersの仮説では原＝マハーパーラ

タの誘惑者は王女であったものが，パドマ・プラーナにおいては娼婦の孫

に，現存マハーパーラタにおいては娼婦の娘に改鼠されたものであり，枠

部分にその原型である誘惑者＝王女の姿が留められているとする。また

Winternitzは Li.iders説を支持しているが，改震の動機として「やっと

後世の弾唱詩人，或は筆耕者が，王女が R~ya~ringa を誘惑したといわれ

ていることに反発を感じ，彼女の代わりに遊女を置いたのである。」という

説を提出している。 Winternitzのこの動機の説明は根拠が薄弱で説得力

を感じないが，しかしいわゆるパラモン的・仏教的改変というものの存在

は否定できないところである。『アタルヴァ・ヴェーダ讃歌』にある「王み

ずから強大なりと思いて，バラモンを食らわんとするとき〈迫害〉，その王

国は掃討せらる，パラモンの迫害せらるるその王国は。（中略〉ミトラ，ヴ

ァルナの両神が降らす雨は，バラモンの迫害者の上に降らず。」といった

ような呪文の存在に象徴される世界観を底流にもつ以上，パラモン的改震

の正当性は改鼠者に対してア・フリオリに保証されているわけである。し

かしながらギノレガメシュ叙事詩のエンキドゥ・エピソードに始源型を見ょ

うとする仮説に依拠するなら，娼婦系説話がより始源型に近く，王女系説

話こそその改鼠型であると思慮、するのが妥当である。従って枠部分と本文

とにおける誘惑者の混在については Llidersの推測に反して，枠部分の方
(21) 

がより新しい成立をもつことになるのである。 Winternitz は誘惑者を娼

婦と措定すると王がリシュヤ＝シュリンガに王女シャーンターを妻として
(22) 

与える理由が不明となってしまうとの疑義を提出しているが，それは一面

でリシュヤ＝シュリンガの功績に対する褒賞であり，父仙ヴィヴァーンダ

カの憤怒を鎮めるための布石で、あると解釈できる。事実ヴィヴァーンダカ

は王の寄進〈それには王女も含まれる〉に満足して村々や王都を焼き払わ

ずに森へと帰還するのである。

他方，国王が呪力による報復を恐れたための結婚というこのような説明
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のほかにエンキドヮ・エピソードの結末である「盟友化」が変形したもの

であるとの推測も成立するが，むしろエンキドゥ説話素のインド文化圏に

おけるリシュヤ＝シュリンガ説話への変容過程のなかでプロップの提唱し

た普遍的「魔法昔話」類型の介入が行われたのではないかと推定するほう

が自然なのではないだろうか。登場人物の機能に着目して「あらゆる魔法

昔話が，その構造の点では，単一の類型に属する。」と主張するプロップ

がし、わゆる魔法昔話の深層構造を成す一般性を有する図式として提出して
(24) 

いるのが以下である。

r-HI -1 

αF r 0 e ~ ηθ ！ AB C↑D EF GトJ -I K↓P r-Rs OLQEx TUW 
1-MN  -1 

但し，一般性を有するといってもプロップも指摘しているように各説話

素が完全に揃っている場合は稀れである。欠損部分も含めてリシュヤ＝シ

ュリンガ説話をこの時系列式に適用してみると次のようになる。

｜一[HI]ーl

α［pJ r o〔εCηOJI a B C↑［DE F]Gト［J J-1↓O K Pr-Rs〔LQEx TU]W 
I_ MN  _I 

［］に括ったところはリシュヤ＝シュリンガ説話において欠如しているパ
(2 ) 

ラディグマである。 HI/J/MNは互換的説話素である。リシュヤ＝シ

ュリンガ説話の場合MNが選択されている。さらにこれらの記号をプロッ

プの与えた定義によって置き換え，欠損部分を整理したのが以下の式で、あ

る。

導入／謀略／封助／欠如／仲介／対抗開始／出立／移動／難題／解決／帰

還／到着／欠如の解消／追跡／救助／結婚

敵対者＝インドラがウルヴァシーを派遣するというトリックによってヴィ

ヴァーンダカのタパスを減らそうとする。心ならずもヴィヴアーンダカは

精を洩らし敵対者を助けることになる。しかしその結果敵対者の行動の動

機を形成する運命の大仙リシュヤ＝シュリンガが誕生する。この部分が導

( 72) -203ー



入の謀略と常助に対応する。

欠如〔早越〕仲介〔娼婦への依頼〕対抗開始〔娼婦の使命受諾〕出立／移

動〔娼婦たちが「浮かぶ庵」に乗って聖仙の住む森へ行く〕難題〔父仙ヴ

ィヴァーンダカに見答められずにリシュヤ＝シュリンガを誘惑し誘拐す

る〕解決〔「浮かぶ庵」に誘い込む〕帰還／到着〔アンガ国に帰還する〕

欠如の解消〔降雨始まる〕追跡〔ヴィヴァーンダカがリシュヤ＝シュリン

ガを取り戻しにくる〕救助〔寄進と結婚とによって怒りを鎮める〕結婚

〔王女とリシュヤ＝シュリンガの結婚〕

このように機能から観察した場合，主人公が娼婦となっているにもかか

わらずリシュヤ＝シュリンガ説話における魔法昔話の一般的類型に対する

構造的親近性は極めて高い。この仮説が妥当であればリシュヤ＝シュリ γ

ガ説話が王女シャーンターとの婚姻で終結するというのは魔法昔話におけ

る結末の常套手段であるとの解釈可能性が成立するのである。

v 

従来の日本における諸研究においては，筆者の知る限り，インドラがリ

シュヤ＝シュリンガのタパスを減少させるため何故大皐魅と王都への誘拐

という迂遠な手段を選択したのかという点について説得力のある解釈が呈

示されなかった。この点について以下タパス（熱力・験力・呪力〉という

視点からこの説話の構造特性に沿って検証してみる。リシュヤ＝シュリン

ガ説話においてはタパスを中心としてインドラ神・聖仙〈ヴィヴァーンダ

カ／リシュヤ＝シュリンガ）・在俗者〈王／娼婦〉が布置されている。タパ

スには恐るべき呪いと様々な恵みを与えてくれる varaとの両方を発する

力がある。これらの力の発動力は，在俗者の行者への敬と不敬とによって

触発された行者の憤怒と喜悦にあり，従って「王者といえども，バラモン

行者を前にしては無力となり，その呪力を恐れて，ひたすらバラモン歓待
〔26〕

に終結した。」リシュヤ＝シュリンガを誘惑しようとする娼婦や王女たち

が例外なく恐れるのはこの呪いの力である。しかし vara にせよ憤怒の結

果としての呪いにせよ，ひとたび行者がタパスを発してしまえば，その行
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者の保有するタパスは減少してしまうことになる。「「呪う」という行為自

体が，行者の側に於ける tapasの消耗を意味し，呪は tapasの激烈な放

出・発射に他ならない。それは恰も，粒々辛苦して積み立てた貯金が，一

朝事ある時，一度に支出されて大きな購買力となるに似ている。従って行

者が怒って呪いを発するに際しては，行者の側に相応の覚悟が必要であっ

た。」そしてタパスを減少させてしまう二つの大きな契機は上述の憤怒と
(28) 

もう一つは愛欲であった。インドラ神の視点からすれば， リシュヤ＝シュ

リンガは愛欲によって，その父ヴィヴァーンダカは憤怒によってそれぞれ

のタパスを喪失または減少してまうことになり，まさに嘉すべき結果とな

る筈であるが，マハーハーラタ・リシュヤ＝シュリンガ説話の場合性的結

合は行われず，ヴィヴァーンダカも町々を憤怒のあまり焼き払うことはな
(29) 

い。このようにタパスの減少とそれによるインドラ神座の安泰という因果

関係に視点を置けば， Liidersも指摘するようにインドラにはリシュヤ＝

シュリンガ誘惑・誘拐の動機が充分存在するとは言えない。そしてリシュ

ヤ＝シュリンガ誘惑・誘拐という官険にアンガ国の人々を駆り立てる強い

動機を与えるための十二年間の大早魅は不必要なものであったと結論せざ

るを得ない。なぜならインドラが恐れるのはリシュヤ＝シュリンガのタパ

スであり，タパスが愛欲によって減少してしまう以上，森においてリシュ

ヤ＝シュリンガの愛欲を刺激すれば誘拐の必要性はなく，また父ヴィヴァ

ーンダカの場合のように天女を派遣すれば，十二年間の大早越などという

方法をとらずにインドラ神の目的は達成される筈だからである。実際に例

えばナリニカー・ジャータカのように性的結合が行われたのちに降雨が始

まるという異伝が存在し，またはアランプサー・ジャータカにおけるよう

に早越などという間接的方法をとらず，直接天女を派遣するという異伝も

存在する。つまりこれらの場合，誘拐と早越などの迂遠なモチーフにその

存在意義は認められていなし、。そしてこれら両型の説話の方にむしろ論理

的整合性は認められるのである。リシュヤ＝シュリンガ説話におけるこの

ような不整合性の原因に対しては Liidersのパラモン改鼠説や上述のプロ

ップの提唱する普遍的魔法昔話類型が介入した際に構造的強制が機能した
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のではないかという説明も成立するが，むしろインドラが天女を派遣せず，

十二年間の大早魁という迂遠な方法をとったのは始源型で、あるギルガメシ

ュ叙事詩の説話素であるエンキドゥの王都への連行をこのリシュヤ＝シュ

リンガ説話が取り込んでしまったため，始源型からの構造的要請がリシュ

ヤ＝シュリンガ説話にこのような不整合性をもたらしたと思慮、するのがよ

り妥当であろう。

VI 

リシュヤ＝シュリンガ説話において「水」は極めて重要な位置を占めて

いる。例えばリシュヤ＝シュリンガの修行する森への接近・離脱は常に水

を媒介として行われている。水はこのとき俗なる空間から聖なる空間を差

異化する機能を果たすが，一般に水は能動的に作用する男性的・父性的位

相と，何かを受け入れて生命を誕生させる女性的・母性的位相の両方を持

つ。『アタルヴァ・ヴェーダ讃歌』において唱えられる。一切の病を癒す医

薬としての水の呪法「水こそ実に治療者なれ。水は病気の駆逐者なり。水

は一切の治療者なり。」はまさに男性的位相を示している。またプロップが

農耕民族における水の呪術的特質を指摘したあと「水は今日まで人間の多

産をまねくために広く用いられており，それには二つの様式がある。水を

飲むか水浴するかである。」と述べているのは父性的位相の水のことであ

るが，これはリシュヤ＝シュリンカ恭を迎えたアンガ国に降る大雨と同次元

での豊穣性を象徴化してもいる。ヴィヴァーンダカの精を受けた湖水はし

かし生命誕生の揺監として鹿の子宮における羊水と重層化し母性的位相を

示す。無意識的深層において羊水的表象に連なるこの母性的位相の水はヒ

ラニア・カ‘ルパ（黄金の胎児〉＝創造神を目玉子として苧む太初の原水と通

底している。 「太初において，ヒラニア・ガルパ〈黄金の胎児〉は顕現せ

れその生まるるや万物の独ーの主なりき。彼は地を安立せり，天をもま

た。〈中略〉深大なる水（原水〉が一切（万物〉を胎児として苧み，火（熱〉

を生みつつ来たれるとき，彼はそれより，神々の独ーの生気として顕現せ

り。」このようにリシュヤ＝シュリンガ説話における水と生命誕生との連
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関は水波＝原水よりタパスの力によって発生する唯一物について語る『リ

グ・ヴェーダ讃歌』の宇宙開闘説へと連なっているのである。このような

神話的視座からこの説話を読み替えてみると， リシュヤ＝シュリンガに求

められたのは早魅から王国を救う筈の降雨であり，換言すれば堰き止めら

れた雨水＝天水をインドラ神から解放することである。そして『リグ・ヴ

ェーダ讃歌』においてインドラが蛇形のヴリトラを電撃を以て打ち破った

のも，ヴリトラによって堰き止められた天水を解放する闘いであったこと

を想起するならば，次のような関係が抽出可能である。障害（水の欠如〉・

英雄〈リシュヤ＝シュリンガ／インドラ神〉・敵対者〈インドラ神／ヴリ

トラ〉・武器〈タパス／電撃〉・闘争〈無／有〉・闘争の対象〈堰き止めら

れた水〉・結果〈天水の解放／降雨と結婚〉。連辞・連合関係のレヴェルに

おいてはこのようにかなりの構造的相向性が指摘できるが，さらにギルガ

メシュ叙事詩を視野にいれると，障害〈ギルガメシュの暴虐〉・英雄（エ

ンキドヮ〉・敵対者〈ギルガメシュ〉・武器〈脅力〉・闘争（有）・闘争の対

象〈暴虐の排除〉・結果（暴虐の解消と盟友化〉というほぼ同様の構造が

明らかとなる。これをさらに時系列的に布置された不変項を基礎としてギ

ルガメシュ叙事詩・リシュヤ＝シュリンガ説話から抽出された可変項を挿

入してみると次のようになる。生誕〈粘土／鹿〉・障害〈暴虐／皐魅〉・英

雄〈エンキドゥ／リシュヤ＝シュリンガ〉・敵対者〈ギノレガメシュ／リシ

ュヤ＝シュリンガ〉・誘惑者（娼婦／娼婦〉・武器〈脅力／タパス〉・連行

（王都へ／王都へ〉・闘争（有／無〉・闘争の対象（暴虐の排除／水の解放〉

・結果〈盟友化／結婚〉。このように不変項のレヴェルではほとんど同ー

と言ってよい程の相向性が観察され，この点に関するかぎりギルガメシュ

叙事詩からマハーハーラタ・リシュヤ＝シュリンガ説話への伝承可能性は

極めて高い。

以上の検討の結果，ギルガメシュ叙事詩のエンキドゥ・エピソードとリ

シュヤ＝シュリンガ説話の深層構造における相向性は明らかである。これ

まで充分な説明がなされなかったインドラによる大早魅， リシュヤ＝シュ

リンガ誘拐，王女シャーンターとの結婚などのモチーフの説話全体との不
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整合，マハーバーラタ・リシュヤ＝シュリンガ説話における枠部分と本文

との誘惑者に関する矛盾が生じた原因として，エンキドゥ・エピソードの

インド文化圏における受容・変容過程において始源型の深層構造が強く残

留し，他方説話生成の過程において『リグ・ヴェーダ讃歌』等の神話素並

びにプロップの主張する一般的昔話類型が介入し，表層的連辞関係・連合

関係における不整合が生じたためで、あると結論づけることができる。

注

(1) 『フィジオログス』は約二十の言語に訳されており， ドイツ語訳は十一世紀

頃に成立している。しかしながらヨーロッパの一角獣伝統に寄与したのが，

この書ばかりではないのは当然で、ある。さらに大きな二つの源泉として，野

牛を一角獣と誤訳した七十人訳聖書と教父たちの著作が挙げられる。

(2) 錯綜した各異版の関連性について詳しい研究があるが，とくに研究テーマと

研究者が同名の Einhorn, Jurgen Werinhard: Spiritalis Unicornis.-

Das Einhorn als Bedeutungstrager in Literatur und Kunst des M1t・ 

telalters. (Miinstersche Mittelalter-Schriften Bd. 13) Wilhelm Fink 

Verl. 1976の II.Teil-Cに詳しし、。

( 3 ) ,, Der Physiologus“Tiere und ihre Symbolik. Ubertragen und erlau・

tert von Otto Seel, Artemis Verl., 1987, S. 35f. 

( 4 ) Mode, Heinz: Fabeltiere und Damonen in der Kunst. Kohlhammer 

Verl. 1974, S. 160f. しかし最初にこの古代インド説話を西欧の一角獣伝説

に結び付けたのは SamuelBealであった。 in: The Romantic Legend 

of Sakya Buddha, London, 1975, p. 124, Anm. 2.：“The connection of 

this myth with the mediaeval story of the Unicorn being capable 

of capture only by a chaste maiden is too evident to require proof.” 

zit. aus Schlingloff, Dieter: Die Einhorn-Legende. in: Christiana 

Albertina. Kieler Universtats=Zeitschrift Heft 11/Juli 1971, S. 55. 

( 5) Schlingloff, a. a. O. S. 52しかしこれには対立説がある。 WalterHaug 

はエンキドゥ＝エピソードとリシュヤ＝シュリンガ説話は作用・受容の関係

ではなく共通の源泉を持っているとしている。 vgl.Einhorn, a. a. 0. S. 36. 

( 6 ) Schlingloffによればギルガメシュのエンキドゥ＝エピソードとリシュヤ＝

シュリンガ説話系とのこの相似性について，今世紀初領すでに宗教学者の

Edward Lehmannが HugoGressmann宛の書簡の中で示唆していると

のことである。しかし両者とも単なる偶然以上のものとは考えなかった。ギ
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ルガメシュ叙事詩の翻訳者である PeterJensenが初めてリシュヤ＝シ .:Lv 
ンガ説話系の依存性について主張したものである。 vgl.Schlingloff. a. a. 

0. S.59. 

( 7) Beer, Ri.idiger Robert: Einhorn-Fabelwelt und Wirklichkeit. Georg 

D. W. Callwey Verl. Mi.inchen, 1977, S. 48. 

(8) 矢島文夫訳『ギ／レガメシュ叙事詩』山本書店 1971, 17-42頁参照。

( 9 ) Schlingloff, a. a. O. S. 59. 

(10) 平等通昭著『印度仏教文学の研究』第二巻，印度学研究所， 1972年， 147-

148頁のリシュヤ＝シュリンガ説話梗概による。

(11) マハーパーラタ所収のリシュヤ＝シュリンガ説話本文には登場していないが

インドラが天女を派遣する動機としてスカンダ・プラーナにはヴィヴァーン

ダカのタパスがインドラ神座を動揺させたためであるとの説明がある。

Li.iders, Heinrich: Sage von R平ya号ringa.In: Philologica Indica. Aus-

gewahlte kleine Schriften von Heinrich Li.iders. (Vandenhoeck & 

Ruprecht Verl.) Gottingen, 1940, S.18f. 

(12）原実著『古典インドの苦行』春秋社昭和54年， 250頁ー251頁。勿論，行

者の）乱を受けるのは，通常行者のタパスを恐れたインドラ神によって派遣さ

れた天女である。愛欲を厳しく戒めている行者の心を動かすには天女の美し

さが必要だからである。この場合もまたヴィヴァーンダカの心は天女ウルヴ

ァシーによって動かされた。

(13) ヴェ・ヤ・プロップ（斉藤君子訳〉 『現実と口承文芸』三弥井書店昭和53

年， 284-285頁。

(14) vgl. Lliders, a. a. O. S.13. Heinz Modeはさらに進んでキリスト教的象

徴論の次元から鹿による妊娠を処女懐胎の一種と捉えようとしている。

a. a. O. S. 161f. 

(15) マハーヴァストクーにおいて王女がエーカ＝シュリンガに近づこうとすると

それまでエーカ＝シュリンガと一緒にいた獣や鳥たちが逃げてしまうという

場面が描かれている。ここでははっきりと王女＝文化／ェーカ＝シュリンガ

＝自然という分節がみてとれる。またギルガメシュ叙事詩においても娼婦と

交わるエンキドクを見て，獣たちは四方八方に逃げてしまう。

(16) 前田論文を参考にして王女系・娼婦系それぞれの場合をみると次のようにな

る。

所伝 聖仙 ｜ 誘惑者 I 王女 ｜結婚
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アランプサー・ジャータカ｜イシシンガ 天女 × × 

マハーヴァストク

カンジュール

エーカ＝シュリンガ｜ナリニー ｜ナリニー 10 
リシュヤ＝シュリンガ｜シャーンター｜シャーγター10

すなわち中国・日本への伝承形を考察の対象として，上記の六例に限って見

るならば，王女系の説話が南伝・北伝仏教系のジャータカ類には多く観察さ

れ，党語文学系統は娼婦系によって占められていることがわかる。但し，説

話相互間の伝承関係がそれほど明らかではないことも同時に考慮に入れなけ

ればならない。前田雅之「一角仙人物語の構造と展開（1）ー『マハーパーラタ』

所収話の構造－」『文芸と批評』第5巻第6号文芸と批評の会昭和56年

13頁参照。

(17) その他の根拠として Llidersが挙げているのは，（1）父仙がすぐシャーンター

を探しに出て三日間リシュヤ＝シュリンガの側にいないことの不合理性（2）枠

部分との矛盾（3）王女をすぐリシュヤ＝シュリンガに嫁がせることの不自然さ

(4）パラモンが王を見捨てたにもかかわらず，王は早越の対策をパラモンに相

談しているという矛盾などである。（Lliders,a. a. O. S. 3ff.）その他詩句

の乱れなどを根拠として挙げているが，何れも決定的明証性に欠ける。彼自

身言明しているが「どの箇所が変更され挿入されたのかは個別には確定で、き

ない」（Lliders,a. a. 0. S. 6）のであって Schlingloffも言うようにモチ

ーフから解釈していくほかはないのである。 Schlingloff,a. a. O. S. 58. 

(18) Lliders, a. a. O. S.15. 

(19) モーリス・ヴインテルニッツ（中野義照訳〉 『叙事詩とプラーナ』日本印度

学会 1965年 346頁。

(20) 向上書， 142-143頁参照。

(21) Lliders, a. a. 0. S. 5f. 

(22) 王女が誘惑者であれば， リシュヤ＝シュリンガ誘惑の段階ですでに非公式な

結婚が行われたとみなすことができ，しかもリシュヤ＝シュリンガはパラモ

ンでありカーストは上位であるので問題はないという趣旨である。

(23) ウラジミール・プロップ著〈北岡誠司・福田美智代訳〉 『昔話の形態学』白

馬書房昭和58年 39頁。

(24) 向上書 170頁。

(25) DEF （呪具・助手の獲得〉に対応する要素として，間接的には老娼婦の要求

する「浮かぶ庵」， 助手としての彼女の娘があるが， 魔法的効力を直接的に

発揮するものではなく，ここでは省略するのが至当である。

(26）原実向上書 237頁。

(27) 向上 245頁。

(28) 向上。
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(29) 他の系列のリシュヤ＝シュリンガ説話においてはこの二つの行為は完遂され

ている。例えばナリニカー・ジャータカにおいては性的結合が，パドマ・プ

ラーナにおいてはヴィヴァーン夕、、カによる町の壊滅が伝えられている。

(30) Liidersはこの点にバラモン的改震の理由をみている。 Liiders,a. a. O. S. 

3f. 

(31) 辻直四郎訳『アタルヴァ・ヴェーダ讃歌ー古代インドの呪法ー』岩波文庫

1979年 46頁。さらに同書23頁も参照。

(32) 向上書 247頁。

(33) リシュヤ＝シュリンガの角もまた豊穣性を象徴化する。一般に多産性の象徴

としての角のイメージについてはイワーノフらが指摘しているが（V.V.イ

ワノーフ他北岡誠司編訳『宇宙樹・神話・歴史記述』岩波書店 1983年

34-35頁〉， 特に持羊の角はさらに『アタルヴァ・ヴェーダ讃歌』において

その医薬的効果がうたわれている。 「疾く走る持羊の頭上に医薬あり。彼は

角もてクシェートリア病を四散せしめて消滅せしめたり。J（向上書46頁〉こ

れは明らかにクテシアス以来西洋に紹介され続けてきた一角獣の解毒作用に

通底するものである。

(34) 同様に河が聖仙の精を受けて妊娠するという説話素は，マハーパーラタの他

の話にも登場している。マハーパーラタ叙事詩 9.50.16 cサラスヴァティー
河のダドゥヒーカによる妊娠など〉参照。さらに三蔵法師が女人国で子母河

の水によって妊娠する話など，水が父性的・母性的位相において機能してい

る例は多し、。

(35) 辻直四郎訳『リグ・ヴェーダ讃歌J岩波文庫 1982年 317頁。

(36) 「太初において，暗黒は暗黒に覆われたりき。この一切は標識なき水波なり

( 80) 

き。空虚に覆われ発現しつつあるもの，かの唯一物は，熱の力により出生せ

り。」向上書 323頁。水の女神アーパスもまた生物・無生物を産む「宇宙の

母」であり，母性的位相を示している。向上書66頁参照．
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